
発達段階 幼児期
学童期 ⻘年期

⼩学校低学年 ⼩学校⾼学年 中学校 ⾼等学校
重視すべき
課題

○愛着の形成
○⼈に対する基本的信頼
感の獲得

○基本的な⽣活習慣の形
成

○⼗分な⾃⼰の発揮と他
者の受容による⾃⼰肯
定感の獲得

○道徳性や社会性の芽⽣
えとなる遊びなどを通
じた⼦ども同⼠の体験
活動の充実

○「⼈として、⾏っては
ならないこと」につい
ての知識と感性の涵養
や、集団や社会のルー
ルを守る態度など、善
悪の判断や規範意識の
基礎の形成

○⾃然や美しいものに感
動する⼼などの育成
（情操の涵養）

○抽象的な思考の次元へ
の適応や他者の視点に
対する理解

○⾃⼰肯定感の育成
○⾃他の尊重の意識や他
者への思いやりなどの
涵養

○集団における役割の⾃
覚や主体的な責任意識
の育成

○体験活動の実施など実
社会への興味・関⼼を
持つきっかけづくり

○⼈間としての⽣き⽅を
踏まえ、⾃らの個性や
適性を探求する経験を
通して、⾃⼰を⾒つめ、
⾃らの課題と正⾯から
向き合い、⾃⼰の在り
⽅を思考

○社会の⼀員として他者
と協⼒し、⾃⽴した⽣
活を営む⼒の育成

○法やきまりの意義の理
解や公徳⼼の⾃覚

○⼈間としての在り⽅⽣
き⽅を踏まえ、⾃らの
個性・適性を伸ばしつ
つ、⽣き⽅について考
え、主体的な選択と進
路の決定

○他者の善意や⽀えへの
感謝の気持ちとそれに
こたえること

○社会の⼀員としての⾃
覚を持った⾏動

⼦どもの発達段階における重視すべき課題

注）⼦どもの徳育に関する懇談会「⼦どもの徳育の充実に向けた在り⽅について（報告）」（平成21年9⽉、⽂部科学省）により作成
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